
鶴来の地で生み出す循環
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全国へ紡ぐ木製品の想い全国へ紡ぐ木製品の想い

通行手形で日本一を目指す

手作業の温もりと新たな挑戦
　有限会社三陽は、60 年前に祖父が創業した木・
アクリル加工会社。かつては 40 名ほどの従業員を
抱えていましたが、現在では技術の簡素化や機械化
による工程の見直しを行い、少数精鋭の８名で製造
を行っています。昔は問屋を通して神社仏閣へ製品
を納めるのが一般的でしたが、時代の変化とともに、
今では直接取引をするスタイルへと移行しました。
現在の売り上げは木製品が８割、アクリル製品が２
割。競争が激しいアクリルに対し、木製品は独自の
強みを持っており、着実に需要を伸ばしています。

　主力商品は、全国の神
社や観光地向けの「通行
手形」や絵馬。かつて身
分証として使われていた
通行手形を「土産品」と
して製品化したのは、創
業者の祖父だと言われて
います。現在、神社向け
の通行手形を製造するの
は 2軒のみ。年間数万個
を生産し、高知県を除く 46 都道府県の販売店や、
28 軒の神社仏閣と広く取引を行っています。
　木材は、反りやヒビが入りにくく加工しやすい「米
ヒバ」を長年愛用してきました。木材を仕入れる際
にはせりに参加し、節の少ない良質なものを厳選し
ています。

　木材加工は、現在もすべて
手作業。木には一つひとつ「節」
があり、目視で削る部分を見
極める必要があるためです。 
超仕上げかんなで 0.5mm削り
出された表面は、ピカピカの
美しい仕上がりになります。
一方で、昔は手刷りで手間が

　かつては木材加工業が盛んだった鶴来地域です
が、現在ここで木製品加工を行っているのは三陽の
みとなりました。工場からは毎日 70 リットルの袋
5つ分ものおがくずが出ますが、これらは地域の温
泉のボイラー燃料や農家の肥料として無償提供さ
れ、鶴来の中でエコ
な「循環」を生み出
しています。
　祖父が残したもの
を大切に継承しなが
ら、鶴来と繋がる三
陽の挑戦はこれから
も続きます。

かかっていた印刷工程は、最新のUVプリンターの
導入により大幅な効率化を実現しました。
　また、コロナ禍で観光業が大きな打撃を受けたこ
とを機に、アクリル製品の製造にも挑戦。既存の
UVプリンターの技術を活かして平らなアクリル板
への印刷・カット加工を展開し、新たな強みを生み
出しています。

時代とともに変化し続ける


